時の 観念に 関して は、 哲学者の 側で いろいろ 昔から 

むつ かしい 議論が あつたよう である。 自分 は それらの 

諸説に ついて 詳しく 調べて みる 機会 を 得ない が、 簡単 

な 言葉で しかも それ 自身す でに 時の 概念 を 含んで いな 

いような 言葉で 「時」 に 定義 を 下そうと いうよう な 企 

て はたいて い 失敗に 帰して いるよう である。 「一様に 

流れる 量」 であると か、 「逸しつつ ある 広がり」 だと か 

いうの はもち ろん 時の 定義で もなければ 説明と も 思わ 

れぬ。 Si non rogas intelligo という ほうが 至当の よ 

うで ある。 時の 前後の 観念 はとに かく 直感的な もので 

あって、 なんらかの 自然現象 に関して 方 則 を 仮定す る 



のみ 込めない が、 とにかく われわれが 力学 や 物理学で 

普通に 用いる 時の 概念 は 空間の 概念 を 拡張した もの だ 

という 事 は 疑い もない 事で ある。 力学 はつ まり 幾何学 

の 拡張である。 空間 座標の ほかに 時 を 入れれば 運動 学 

が 成立し、 これに 質量 を 入れて 経験の 結果 を 導入 すれ 

ば 力学が できる。 これらの 数学的の 式に おける 時間 t 

が 空間 xy z と ほとんど 同様に 取り扱われうる 事はミ 

ン コ フス キ— の 四 元 空間 Welt の 構成され るの を 見て 

も わかる 事で ある。 

このように 時 を 空間 化して 取り扱つ たために 得られ 

る 便利 は 多大な ものであるが、 しかし 人間の 直感す る 



「時」 の 全部 は t の 符号に 含まれて いない。 

ニュ ー トンの 考えた ような、 現象に 無関係な 「絶対 

的の 時」 は マッハに よって 批評され たのみ ならず、 

ばんきん 

輓近 相対性原理の 研究と 共に さらに 多くの 変更 を 余儀 

なくされた。 この 原理の 発展 以来 「時」 の 観念 はよ ほ 

ど 進化して 来たが、 それ はや はリ 幾何学の 「時」 の範 

囲 内での 進歩で ある。 

吾人の 直感す る 「時」 の 観念に 随伴して 来る 重大な 

要素 は 「不可逆」 という ことで ある。 この 要点 は 時 を 

空間 化する ために 往々 閑却され る ものである。 空間の 

前後 は 観 者の 位置 を かえれば 逆になる が 時間 は 一 方に 



合 場に おいて 各個 部分 の 状態 を 論ぜ ん としても 普通の 

「時」 を 使う 力学 は 役に立たなくなる 場合が ある。 そ 

ういう 場合に この ェ ン トロ ピ ー の ありがたみが 始めて 

明白に な つ て 来る ので ある。 

かように、 エントロピ ー の 役に立つ 場合に は、 必ず 

そこに いわゆる 「分子 的に 混乱した (molekular 

unTOeordnet) 系」 が ある。 分子 や エレクトロンの 数が 

有限で ある 間 は エントロピ— は 問題に ならず、 変化 は 

単義 的で 可逆で あるが、 これが 無限に な つ て 力学が 無 

能と なる 時に、 始めて エントロピ ー が 出て 来る。 ボル 

ッ マンが このような 混乱 系の 内部の 排 置の 公 算を 



ェ ン トロ ピ— と 結びつけ たの は 非常な 卓見で 物理学 史 

上 の 大 偉業 であった。 プランク はさら にこれ を 無限な 

ふくしゃ 

光束の 集団に 拡張して 有名な 輻射の 方 則 を 得た の は 第 

二の 進歩であった。 すなわち 系の 複雑さが 完全に 複雑 

になれば 統計と いう 事が 成り立ち、 公算と いう ものが 

数量 的に 確定した ものになる。 そして 系の 変化 は その 

状態の 公算の 大 なる ほう へ 大 なる ほう へ と 進む と いう 

事が、 すなわち エントロピ— の 増大と いう 事と 同義に 

なる ので ある。 

「時」 の 不可逆と いう 事に もまた 分子 的 混乱 系の 存在 

が 随伴して いる。 前に あげたよ うな、 ^ 人と 振り子と 



る 尺度の 読み取りに 当たる ものである。 もっとも これ 

は た だ 譬喩 に 過ぎな い 。 物理学 上 の 言葉 の 濫用 かもし 

れぬ。 しかし まじめな 物理学 上の 事 がらで ェン トロ 

ピ ー や 温度の 考え を 拡張して 行く 余地 は 充分に あるよ 

うに 思われる。 すなわち どこでも molekular 

unTOeordnet 〔# 「ungeordnet」 は 底本で は 「ungecrdnet ；」」 

の 状態が 入り込んで 来る 所に は、 これらの 観念の 幅 

をき かす 余地が ある。 たとえば 液体の 運動で もい わ ゆ 

る 混乱 運動 (turbulent motion) を 論ずる 時には ォス 

ボルン • レ— ノル ズが 行なった ような 特殊な 取り扱い 

が 必要に なって 来る。 ここに も、 エントロピ— や 温度 
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